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社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

かざぐるま 第 86号令和８年７月 （2）

歳入の部歳入の部 歳出の部歳出の部
収入　3億2621万6千円 支出　3億2621万6千円

144,936千円

95,059千円

6,819千円

41,229千円 補助金・受託金収入

介護保険事業収入

障害者総合
支援事業収入

事業収入

2,228千円
会費収入

587千円
寄付金収入

　　83千円
貸付事業収入　　

5,383千円
共同募金事業収入

932千円雑収入

18,953千円
経理区分間繰入金収入

10,007千円
繰越金収入

66,852千円
法人運営事業

5,546千円
共同募金事業

47,499千円
地域福祉事業

5,092千円
貸付事業

114,055千円
介護保険事業

45,188千円

障害者
総合支援事業

3,885千円
七会保健福祉センター
管理事業

38,099千円
シルバー人材センター事業

◆令和７年度　事業実績報告
会務の運営 理事会　　　４回開催

評議員会　　３回開催
監事会　　　１回開催

社協会費 一般会員　3,956世帯　1,961,500円
特別会員　　　67名　　208,000円

共同募金運動 赤い羽根共同募金　　3,416,538円	
歳末たすけあい募金　1,509,618円	

広報紙の発行
　広報委員会

「かざぐるま　　81号・82号・83号・84号」　各戸配付
広報紙発行に関わる編集会議　累計16回

社会福祉大会 善意銀行寄付者、福祉功労者の表彰、受賞者62名（団体含む)
地域ケア推進事業　キーパーソン会議
　　　　　　　　　クイック調整会議

事例検討、意見交換　　　　　計　８回
＜在宅ケアチーム　15チーム＞　　９回

配食サービス 利用登録者数　242名　　　 延べ7,565名利用
ふれあいサロン事業　 自主活動サロン（39か所）　延べ6,890名参加
ふれあい訪問サービス 延べ　567名利用
家族介護用品支給事業 支給者実人数　14名　　延べ支給人数　　102名
子どもヘルパー派遣事業 交流事業・お手紙作成事業ほか　　子どもヘルパー25名　　延べ565名参加
生活支援体制整備事業 第２層協議体意見交換会ほか　６回
地域活動支援センター事業 農作業・外注作業など実施　実利用者　14名
日中一時支援事業 延べ　1,128名利用
子育て援助活動支援事業 利用延人数　　６名　利用延時間　　　18時間
在宅福祉サービス事業 利用延人数　626名　利用延時間　1,065.5時間
育児用品助成事業 延べ利用者　66名
入学準備金支給事業 小・中学校入学祝い金支給　３名
訪問理美容サービス事業 延べ利用者　  16名
介護用品支給事業 延べ利用者　233名	
ボランティア活動事業　福祉体験学習 小学生等対象　　福祉体験など７回開催　延べ134名参加
心配ごと相談事業 相談件数　　　57件
居宅介護支援事業 実人数　　　247名　　延べ 2,292件
訪問介護事業 実人数　　　　30名　　延べ　377名
通所介護事業 実人数　　　　65名　　延べ　569名
障害者総合支援事業　相談支援事業	
　　　　　　　　　　居宅介護事業

計画実人数　157名　　延べ　373名	
訪問実人数　　３名　　延べ　 37名	

シルバー人材センター 受注件数　　969件　　延べ就業人数　4,009人
デマンド交通事業 利用者計　10,386人　　１日当たり　42.9人
金婚者への記念品贈呈 金婚該当者　４組
小口貸付事業 １件
身体障害者補助犬飼育管理費補助事業 １名
フードパントリー事業 利用世帯　　延べ40世帯
福祉バス運行事業 高ク連利用　２回　　他団体利用　１回
自主防災組織活動補助事業 助成団体　８組織
歳末たすけあい見舞金支給事業 独居老人　138世帯　　要介護（4・5）世帯　０世帯　　障がい者世帯　５世帯

母子父子世帯　８世帯　　準要保護世帯　０世帯
交通空白地有償運送事業 利用延人数　　148名

令和７年度　城里町社会福祉協議会決算令和７年度　城里町社会福祉協議会決算



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

かざぐるま 第 86号（3） 令和８年７月

歳入の部歳入の部 歳出の部歳出の部
収入　3億2205万5千円 支出　3億2205万5千円

158,654千円

100,910千円6,441千円

9,281千円 補助金・受託金収入

介護保険事業収入
障害者総合
支援事業収入

事業収入

2,251千円
会費収入

601千円
寄付金収入

　　520千円
貸付事業収入　　

4,629千円
共同募金事業収入

900千円雑収入

26,568千円
経理区分間繰入金収入

11,300千円
繰越金収入

68,081千円
法人運営事業

6,061千円
共同募金事業

56,087千円
地域福祉事業

5,365千円
貸付事業

122,225千円
介護保険事業

50,032千円

障害者
総合支援事業

3,887千円
七会保健福祉センター
管理事業

7,441千円
シルバー人材センター事業

2,876千円
予備費

令和８年度　城里町社会福祉協議会予算令和８年度　城里町社会福祉協議会予算

令和８年度　社会福祉法人城里町社会福祉協議会事業計画
１．善意銀行の運営
　（１）介護用品助成事業（要介護３・４・５障がい者等に介護用品の購入助成。要申請）
　（２）訪問理美容サービス事業の実施（理美容所との委託契約により実施。要申請）
　（３）独居老人（70歳以上）へのふれあい訪問事業を実施（ボランティアの協力を得て実施。要申請）
　（４）身体障害者補助犬飼育管理費助成事業（１件30,000円）
　（５）自主防災組織への助成（30,000円×１１組織）
　（６）生活困窮者世帯支援事業（生活困窮世帯に必要な物品等を給付）
２．心配ごと相談所の開設運営（弁護士が対応。年間24回開所。）
３．福祉推進事業の展開
　（１）子どもヘルパー派遣事業（常北・桂・七会地区で実施）
　（２）子育て援助活動支援事業（ファミリーサポートセンター事業）（幼児、児童の一時預かり事業）
　（３）シルバー人材センターの運営を実施（臨時的かつ短期的なもの又はその他の軽易な仕事を受注）
　（４）配食サービス事業（ボランティアの協力を得て、在宅で支援の必要な高齢者の方へのお弁当配付）
　（５）介護予防事業（ボランティアの協力を得てふれあいサロンを開催。自主サロン（36サロン）拡充へ支援を実施）
　（６）地域活動支援センターの受託運営（通所による障がい者等へ作業訓練及び生活訓練を指導・支援）
　（７）日中一時支援事業の受託運営（特別支援学校等下校後の児童生徒等並びに18歳以上の障がい者を対象として生活訓練を指導・支援）
　（８）小口貸付事業（短期の少額貸付を実施）
　（９）団体の育成・支援（高年者クラブ連合会、身体障害者福祉協会、心身障害児（者）父母の会、母子寡婦福祉会、遺族会）
４．共同募金助成事業
　（１）共同募金運動の推進及び歳末たすけあい募金の実施
　（２）広報紙の発行（ボランティアの協力を得て発行）（アドレス　https://www.shirosato-syakyo.com）
　（３）育児用品助成事業（赤ちゃんが生まれた家庭に、育児用品の購入助成。要申請）
　（４）福祉教育推進事業の実施（町立の小・中・高校へ福祉教育助成金を交付）
　（５）社会福祉大会の開催（金婚者への記念品贈呈）
　（６）火災見舞金の支給（居宅の火災に対しての見舞金）
　（７）生活困窮者支援及び準要保護世帯フードサポート事業（生活困窮者等に対して食料の支援）
　（８）地域福祉活動助成事業（地域福祉活動を行う個人、団体等への支援）
５．生活福祉資金貸付事業（資金の貸付と相談援助を実施）
６．介護保険事業・介護予防・日常生活支援総合事業
　（１）訪問・通所介護事業の実施
　（２）介護予防・生活支援サービス事業（介護予防訪問・介護予防通所介護事業実施）
７．障害者総合支援事業（居宅介護・相談支援事業の実施）
８．介護保険居宅介護支援事業（ケアプランの作成）
９．地域ケアシステム事業の推進（在宅ケアチームの組織化、「引きこもり者の居場所づくり」の実施）
10．ボランティア組織の育成強化
　（１）ボランティア活動・普及協力校の活動促進並びにボランティア連絡協議会育成強化・連絡調整
11．地域福祉の推進
　（１）住民参加型福祉活動の啓発・啓蒙
　　　①在宅福祉サービス（家事援助、買物代行、通院介助等）
　　　②福祉有償移送サービス（愛称：ほろるん）（城里町・近隣市町村等の病院等への送迎）
　　　③交通空白地有償運送事業（愛称：のってく）（65歳以上の運転免許証を持たない方へ特定の病院への送迎）
　（２）日常生活自立支援事業（福祉サービスの利用手続きや金銭管理をサポート　要契約）
　（３）ふれあいタクシー事業【デマンド交通システム事業】（要予約により、相乗りでの運行）
　（４）日常生活用具貸与事業（車イスの貸し出し。無料）
　（５）生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーターの育成及び協議体の設置）



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

地域農業の担い手に地域農業の担い手に

かざぐるま 第 86号令和８年７月 （4）

　高浦千明さん・倫子さんご夫妻を取材しました。現在、
高浦千明さんご夫妻は専業農家として米、野菜の栽培
に取り組んでいます。
　高浦さんのご主人は千葉県、奥さまは、茨城県南の
ご出身です。ご主人の千明さんは会社に勤務するサラ
リーマンでしたが、コロナ禍で在宅勤務をする様になっ
た時、農業での「米作り」に興味を持つようになりま
した。現在、専業農家として営む様になったのはこの
興味が「きっかけ」でした。

　当初、ご夫婦のご両親がともに茨城県西・県南にお住まいだった事もあり、茨城県南地
域で農業を営むことを考えましたが、お米主業の農家で生計を立てるには田んぼの面積は
少なくとも 15ha ～ 20ha が必要となります。しかしながら茨城県南でこの面積を確保
することは厳しい条件でした。茨城県内全域に対象を広げ、農地探しをする中で常北地区
増井地内で米作り農家さんとの出会いがあり、行政による仲介によって４年前、城里町に
家族と共に引っ越して来ました。高浦さんは、高校生と小学生の子供さん２人がいる４人
家族です。現在の耕作面積は田んぼ２ha、畑 0.5ha で、ま
だ目標面積にはほど遠いのですが、何とか耕作面積を増やせ
るように頑張っています。
　また田畑の耕作面積を増やした場合、耕作する機械の大型
化も必要となります。目標とする面積を耕作するには、新た
に購入する機械や設備も大変な費用が必要となり、その準備
は容易ではなく苦労しています。それでも「地元の先輩の方々
から機械を借用させて頂いたり、相談に乗って頂けるので大
変助かっています」と話されていました。今後の高浦さんの
目標を伺いましたら
　“先輩方と共に地域農業の担い手になることです”
と元気ある言葉が返って来ました。と元気ある言葉が返って来ました。ガンバレ高浦さん！！ガンバレ高浦さん！！
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社会福祉協議会重点目標　　安心して暮らせる地域づくり

かざぐるま 第 86号（5） 令和８年７月

ひきこもり当事者の居場所「このゆびとまれ」ひきこもり当事者の居場所「このゆびとまれ」
＝　茨城県植物園で開催　＝＝　茨城県植物園で開催　＝
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　天気に恵まれた５月 15日（金）、「ひきこもり当事者の居場所作り」として、那珂
市の茨城県植物園に行って来ました。この植物園は昨年の 11月 27 日、リニューア
ルオープン式典が開催されたばかりで、日本初の「泊まれる植物園」となって再開
園されています。
　今回は当事者３人の方々と、社協、ボランティアから５人が参加しての開催です。
当日の天気は快晴で風も無く、また植物園のバラの花は
最も見頃な状況に開花していて、私達を魅了させてくれ
ました。花の見事さばかりで無く、心地良い香りを漂わ

せてくれる花もあり、参加者の皆さんは顔を近づけて、その香りを楽しんで
いました。この後、熱帯植物館に向かう途中、新たなグランピング施設や大
きな木々があり、若葉が育った枝の先端に珍しい花を付けていました。今回
の野外活動は当事者の方より提案を頂いて開催されたものであり、「楽しい
ひとときを味わうことが出来ました」との感想を頂くことが出来ました。

この事業の問い合わせ先：社会福祉協議会　電話 029-288-7013 木漏れ日の中の散策

　５月末の夏日、６月初めの台風と荒れた天候に、花の咲き具合が心配さ
れましたが、紫、白、黄色、ピンクなどの花しょうぶが、今年も美しく咲
きました。下青山の緑豊かな休耕田に、70 種類の花が優雅に咲く姿に思わ
ず歓声を上げてしまいます。
　開園は６月１日（月）から 20日（土）までですが、特に 13日（土）、14
日（日）には花しょうぶ苗の販売がありました。多くの方が苗場に入り気
に入った苗を選んで、掘ってもらっています。「昨年は紫色の花を購入した
ので、今年は違う色が欲しくて早めに来ました」と語る人もいました。また、
道路脇では、地元で採れた野菜などの販売も行われ賑わっていました。
　「今朝５時に家を出ました。早朝に咲くところを撮りたかったからです。毎年、楽しみにしてい

ます」と日立からバイクで来たかたは、満足そうに語っていました。
　４月頃から本格的に始まった花しょうぶ保存会（代表・山崎秀雄さん）の作
業は、暑さとの格闘でした。それでも、美しい花を咲かせたいとの会の皆さん
の思いが結実したようでした。そして、来年も更に美しい花を目指して６月末
には、肥料の散布が始まります。
　来年も、きっと皆さんの笑顔があふれますように！

青空と花しょうぶ青空と花しょうぶ

梅雨空に優雅に咲く梅雨空に優雅に咲く　　～青山花しょうぶ園～～青山花しょうぶ園～

お花の周りを散策お花の周りを散策

咲き誇るきれいなバラ
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誰も誰もがが安心安心して暮らせるして暮らせる支え合い支え合いのの地域づくり地域づくりをを 【生活支援体制【生活支援体制
整備事業】整備事業】

＜地域のお宝さがし＞＜地域のお宝さがし＞
　健康寿命を延ばし、フレイル予防や介護予防、認知症予防、孤独孤立を防ぐためには、「社会参
加をすること」が大切と言われています。「他者との交流」など日常生活の中で自然に行われてい
る「人とのつながり」のことを「地域のお宝」と呼んで、生活支援コーディネーターが協議体や地
域の皆さんからお話をお聞きした内容を順次お伝えいたします。

＜地域のお宝紹介＞＜地域のお宝紹介＞（今回は桂地区の協議体「ささえ合い生き活き桂」で発掘したお宝です）

お宝１お宝１

お宝 2お宝 2

あくつサロン

スクエアステップ孫根

＜活動内容＞
　特別養護老人ホームに併設された地域交流館桂を利用して、体操や交
流を行うサロンを実施し「地元の人たちのつながりの場」となっています。
　代表の大森令子さんにお話を伺ったところ、参加者がにこやかに楽
しくふれあっている姿を見ることが楽しいですとのこと。参加者から
は、体操の効果がある、もっと早く開催してほしかった、独居の方も
来てくれて楽しんでいる、地震を乗り越えてやってきたなどの声も聞
かれました。

　平成22年から圷公民館で始まり当時は集まりが悪く上圷自治会に回覧したりしましたが、翌年の大震災
で圷公民館が倒壊し圷小体育館で行うもエアコンなし。その後地域交流館桂での活動となりました。現在は
参加者が高齢になり人数が減ってきているのが課題とのこと。徒歩や自転車、自家用車で参加していた人た
ちが、免許を返納したり徒歩での参加が難しくなったりしていますが、参加者
同士が助け合い運転できる方が近所の方を乗せてきているとのことでした。
　毎月第２・第４火曜日9：30～ 11：00開催、参加無料、シルバーリ
ハビリ体操（起立体操、いっぱつ体操、椅子体操、嚥下体操）および情
報交換等を行う。シルバーリハビリ体操指導士が取りまとめを行い圷地
区の方に参加募集しています。

＜活動内容＞
　スクエアステップは、マス目状のマット上で決められたステップ
パターンを踏むことで、身体と脳を同時に鍛える科学的根拠に基
づくエクササイズ（初級・中級・上級）です。公民館講座で始ま
り今では町内14か所で行われており、リーダー研修修了者47名、
参加者100名に上ります。
　全体代表の石井朋子さんにお話を伺ったところ、孫根地区は開
始から６年目、「横のつながり」で参加者がしだいに増えており現

在14名が参加しています。みんなで教え合いながらワイワイできるのが楽しいですとのこと。
参加者からは、足の筋肉を鍛えながら脳トレもできる、体力がつく、進み具合により達成感が
ある、歩くときにふらつかなくなった、日常生活で効果がわかるので
うれしい、みんなでやるから面白い、世間話が楽しい、交流ができる
などの声が聞かれました。男性参加者が１人しかいないことが課題と
のことです。
　岩船地区公民館、毎月第３金曜日9：30～11：00開催、年会費500円。
　皆様の参加をお待ちしています。
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（
す
ぐ
に
使
え
る
手
話
辞
典
6000
よ
り
引
用
）
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手
話
を
学
ぶ
�

手
話
を
学
ぶ
�
「
あ
」か
ら
始
ま
る
単
語

「
編
む
」

　
両
手
の
人
差
し
指
を
か
ら
ま
せ
る

「
怪
し
い
」

　
右
手
の
人
差
し
指
を
あ
ご
に
あ
て

ね
じ
る
よ
う
に
動
か
す

「
洗
う
」

　
両
手
の
こ
ぶ
し
を
作
っ
て
手
の
ひ

ら
側
を
合
わ
せ
、
こ
す
り
合
わ
せ
る

「
謝
る
」

「
改
め
て
」

「
争
う
」

　
親
指
を
立
て
た
両
手
を
親
指
の
腹

を
向
か
い
合
わ
せ
て
左
右
に
置
き
、

交
互
に
上
下
さ
せ
て
上
げ
て
ゆ
く

「
表
す
」

「
現
れ
る
」

　
右
手
の
人
差
し
指
を
左
の
手
の
ひ

ら
に
あ
て
、
手
前
に
起
こ
す

「
あ
り
が
と
う
」

　
右
手
を
垂
直
に
立
て
、
小
指
側
で

左
手
の
甲
を
ト
ン
と
た
た
く

横から
見たとき

　

雨
が
似
合
う
紫
陽
花
や
花
菖

蒲
の
見
頃
も
過
ぎ
、向
日
葵
、蓮
、

百
合
な
ど
目
を
惹
く
美
し
い
花

が
、
暑
さ
に
負
け
な
い
よ
う
に

元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

5
月
17
日
（
日
）
に
、
私
た

ち
26
名
は
常
陸
国
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
子
の
街
に
鳴
子
の
音
が
響
き

渡
る
中
、
駅
前
通
り
の
「
流
し
」

や
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、

全
員
で
全
力
の
「
シ
ャ
ケ
サ
ン

バ
」
を
踊
り
き
り
ま
し
た
。

　

つ
く
し
の
仲
間
た
ち
に
と
っ

て
、
こ
の
よ
さ
こ
い
祭
り
の
舞

台
は
、
地
域
の
方
々
や
遠
方
か

ら
訪
れ
た
多
く
の
お
客
さ
ん
と

直
接
触
れ
合
え
る
、
貴
重
な
機

会
で
す
。
普
段
の
生
活
の
中
だ

け
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な

い
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
「
が
ん

ば
れ
！
」「
最
高
だ
っ
た
よ
！
」

と
い
う
生
の
声
援
や
、
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
温
か
い
眼
差
し

は
、
仲
間
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

心
に
深
く
、
強
く
響
い
て
い
ま

し
た
。
手
拍
子
で
、
一
緒
に
身

体
を
揺
ら
し
て
楽
し
ん
で
く
れ

る
観
客
の
皆
さ
ん
と
の
間
に
は
、

言
葉
の
壁
を
超
え
た
「
一
体
感
」

が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
上
の
誰
も
が
最

高
の
笑
顔
を
輝
か
せ
、
こ
れ
ま

で
重
ね
て
き
た
練
習
の
成
果
を

爆
発
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
に
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加

わ
り
、
事
前
の
準
備
か
ら
本
番

の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
を
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
賑
や
か
で
活
気

あ
ふ
れ
る
舞
台
と
な
り
ま
し

た
。

　

大
子
の
街
で
肌
に
感
じ
た
初

夏
の
風
と
温
か
い
歓
声
、
そ
し

て
胸
に
響
い
た
拍
手
の
心
地
良

さ
は
、
私
た
ち
の
大
き
な
自
信

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
で
、
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
体
を
動
か
す
こ
と
、
汗
を

流
す
こ
と
は
、
作
業
所
に
通
う

仲
間
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四
季

つ
く
し

つ
く
し
四
季

の

79

踊り終えて満面の笑み

　親指の腹が向かい合
うように両手を並べる

　両手の親指を
同時に曲げる

　両手の手のひら
を向かい合わせる

　両手を払うようにし
て両手を打ち合わせる

　左手をひねっ
て前に押し出す

　右手の人差し指
を左手の手のひら
にあてる
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社
協
会
費
の
お
願
い

　

昨
年
度
も
社
協
会
費
の
納
入

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
様
で
、
３
，
９
５
６

世
帯
の
加
入
、
１
，
９
６
１
，

５
０
０
円
。
特
別
会
員
67
名

２
０
８
，
０
０
０
円
の
納
入
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
納
入

さ
れ
た
会
費
は
本
会
本
部
運
営

経
費
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
現
在
、
各
自
治
会

長
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
て
、
ご
加
入
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

皆
様
ひ
と
り
ひ
と
り
の
思
い

や
り
が
、
町
の
福
祉
を
支
え
て

い
ま
す
。
本
年
も
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
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目

次

編
集
後
記

　

何
だ
こ
の
暑
さ
は
！
い
い
加

減
に
し
て
く
れ
！
と
文
句
を
言

い
な
が
ら
も
、
一
日
一
日
を
元

気
に
過
ご
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

愚
痴
と
知
り
つ
つ
ガ
ン
バ
ッ
て

い
る
皆
さ
ん
、
今
が
辛
抱
の
為

所
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
の
い
っ

と
き
、
こ
の
暑
さ
と
戦
っ
て
乗

り
越
え
れ
ば
、
や
が
て
朝
夕
の

涼
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
、
今
朝
も
ま
た

笑
顔
で
動
き
だ
し
ま
し
ょ
う
。

石
崎
　
貞
夫
さ
ん
　
84
歳

　
　
　
文
江
さ
ん
　
83
歳
御前山

�

永
山
　
純
子
さ
ん
　
86
歳

那珂西

　
「
犬
が
い
る
か
ら
、
こ
ち
ら

か
ら
ど
う
ぞ
」
と
満
面
の
笑
み

で
私
達
を
出
迎
え
て
く
れ
た

　

初
夏
、
す
ば
ら
し
い
晴
天
。

石
崎
さ
ん
ご
夫
婦
を
取
材
さ
せ

た
。
文
江
さ
ん
も
過
去
に
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
を
６
年
間
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

お
二
人
の
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ

で
す
。
常
陸
大
宮
市
の
ロ
ゼ

ホ
ー
ル
で
ス
テ
ー
ジ
衣
装
を
着

て
、美
声
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

貞
夫
さ
ん
の
好
き
な
食
べ
も
の

は
、
サ
バ
の
味
噌
煮
。
文
江
さ

ん
は
、
肉
、
魚
ど
ち
ら
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。
肉
は
ち
ょ
っ
と
か
た
め

が
好
き
だ
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
本
当
に
元
気
な
お
二
人
で

し
た
。

永
山
純
子
さ
ん
。

　

永
山
さ
ん
は
86
歳
に
な
り
ま

す
が
、
足
腰
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
と
て
も
若
々
し
い
印
象
で

す
。「
本
当
は
腰
が
痛
く
て
・・・

運
動
を
止
め
る
と
余
計
動
か
な

く
な
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

た
永
山
さ
ん
は
、
ペ
タ
ン
ク
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ユ
ニ

カ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
３
月
ま
で
、
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
と

し
て
、「
ど
ん
ぐ
り
サ
ロ
ン
」

を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。「
平

成
17
年
か
ら
ず
っ
と
サ
ロ
ン
の

代
表
と
し
て
、
準
備
を
し
た
り

記
録
を
付
け
た
り
、
毎
回
大
変

で
し
た
。代
表
を
退
い
た
時
は
、

肩
の
荷
が
下
り
た
と
同
時
に
、

全
て
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
様

で
ガ
ク
ッ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
は
一
生
徒
と
し
て
参
加
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
多
く
の
人
の

健
康
づ
く
り
を
支
え
て
く
れ
た

永
山
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
玄
関
に

は
２
歳
に
な
る
曽
孫
さ
ん
が
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

貞
夫
さ
ん
は
、
桂
村
の
議
員

を
５
期
20
年
、
地
元
消
防
団
を

50
年
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
ト

ラ
ッ
ク
で
の
運
送
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

文
江
さ
ん
は
、
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
資
格
を

取
得
し
て
、
あ
か
さ
わ
サ
ロ
ン

の
代
表
を
さ
れ
、
地
元
の
皆
さ

ん
の
た
め
健
康
作
り
の
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
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お
詫
び
と
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正

　

85
号
の
「
き
ら
っ
と
い
き

る
」
の
記
事
で
ご
紹
介
し
ま

し
た
、
住
谷
美
里
香
さ
ん
で

す
が
、
名
前
を
誤
っ
て
表
記

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。


